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平成 27 年水質調査結果

　公害問題が顕在化してきた昭和 40 年代以降、水質汚濁
の著しい進行で、「汚い、臭い、遊べない」といわれる河
川が全国に多くありました。国土交通省が河川の水質につ
いて、年単位（1 月～ 12 月）でのとりまとめを始めた昭和
46 年当時、BOD 平均値が 5.0mg/ℓを超え、水質改善が
急務であった地点は、一級河川の全調査地点の 27％を占
めていました。

　しかし、このような一級河川の水質も、これまでの排水
規制、下水道整備、河川浄化事業等の推進により徐々に改
善されています。例えば、昭和 40 年代の多摩川は水質悪
化が進み、洗剤の泡が浮く汚濁した河川でした。昭和 50
年代後半には、アユの遡上が確認されるまでに水質が改善
され、近年では、清流といわれている四万十川の水質に
も迫る良好な水質となっています。また、綾瀬川や大和川
は、昭和 40 年代の都市化の進展に伴う水質汚濁が著しく、
BOD 値が 30mg/ℓを超えていましたが、水質改善の取組
みにより確実に改善が図られました。特に大和川では、平
成 27 年の代表地点の BOD 値が 2mg/ℓとなり、アユの遡
上も確認されるようになっています。

　こうした水質改善の背景には、排水規制や下水道整備の
みならず、各地域や家庭での生活排水の汚れを減らす取組
みや、流域でのクリーン活動等の啓発活動といった、流域
の人々の様々な活動があります。これからも水質を維持・
改善していくためには、このような各地域における努力を持
続・発展させることが重要です。

科学的調査
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水質が最も良好な河川
2015

THE
 BEST

15

平成 27 年の平均的な水質（BOD 値）が最も良好な河川は以下のとおりです。

地方名 河川名 都道府県名

北海道 尻別川 シリベツガワ （尻別川水系） 北海道

北海道 後志利別川 シリベシトシベツガワ （後志利別川水系） 北海道

北海道 沙流川 サルガワ （沙流川水系） 北海道

東北 荒川 アラカワ （阿武隈川水系） 福島県

中部 安倍川 アベカワ （安倍川水系） 静岡県

中部 宮川 ミヤガワ （宮川水系） 三重県

中国 天神川 テンジンガワ （天神川水系） 鳥取県

中国 小鴨川 オガモガワ （天神川水系） 鳥取県

四国 仁淀川 ニヨドガワ （仁淀川水系） 高知県、愛媛県

九州 厳木川 キュウラギガワ （松浦川水系） 佐賀県

九州 球磨川 クマガワ （球磨川水系） 熊本県、宮崎県、鹿児島県

九州 川辺川 カワベガワ （球磨川水系） 熊本県

九州 本庄川 ホンジョウガワ （大淀川水系） 宮崎県

九州 小丸川 オマルガワ （小丸川水系） 宮崎県

九州 五ヶ瀬川 ゴカセガワ （五ヶ瀬川水系） 大分県、宮崎県、熊本県

※湖沼類型指定、海域類型指定の調査地点及びダム貯水池は含まない。

BOD 値による河川の水質状況（水質が最も良好な河川）

科学的調査

以下の条件を満たす 163 河川のうち、各調査地点の BOD 年平均値による平均が 0.5 mg/ ℓ（環境省の定める BOD の報告下限値）であるもの

・　一級河川（本川）: 直轄管理区間に調査地点が 2 以上ある河川
・　一級河川（支川）: 直轄管理区間延長が概ね 10km 以上、かつ直轄管理区間に調査地点が 2 以上ある河川

【「水質が最も良好な河川」の定義】

コラム
に掲載
P17

コラム
に掲載
P16

NEW

NEW

NEW

NEW：　過去 10 年間ではじめて「水質が最も良好な河川」となった河川

河川
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水質が最も良好な河川
2006 - 2015

平成 18-27 年水質調査結果

2006-2015 年（平成 18-27 年）の 10 年間に、
4回以上「水質が最も良好な河川」となった河川（11 河川）を紹介します

尻別川
（尻別川水系）

北海道

五ヶ瀬川
（五ヶ瀬川水系）

宮崎県

黒部川
（黒部川水系）

富山県

川辺川
（球磨川水系）

熊本県

宮川
（宮川水系）

三重県

安倍川
（安倍川水系）

静岡県

科学的調査

後志利別川
（後志利別川水系）

北海道

荒川
（阿武隈川水系）

福島県

沙流川
（沙流川水系）

北海道

仁淀川
（仁淀川水系）

高知県

高津川
（高津川水系）

島根県

11 12 13 14 15

06 07 08 09 10

星印：「水質が最も良好な河川」となった年
（西暦下 2 桁）
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06 07 08 09 10

11 12 13 14 15

06 07 08 09 10
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　平成 27 年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）と、平成 17 年の地点毎の年間の平均的な水質（BOD 値）から、10 
年間の直轄管理区間の水質改善幅による地点の水質改善状況を比較すると、上記上位 7 地点で大幅な水質改善が進んでいます。
　また、上記上位 7 地点以外にも、様々な取組み等により、全国的にきれいな川、生物が生息しやすい川などをめざして水質
や水環境の改善が多面的に取り組まれています。
　こうした地域の様々な人たちが参加した取組みが地域づくりや観光振興につながっている事例として、松江堀川（島根県）
の事例を特集「堀川遊覧船の就航 - きれいな水が、街を元気に -」として掲載（p14-15）しています。

過去 10 年間の水質改善状況

T O P

7

過去 10 年間に BOD 値が大幅に改善されている地点は以下のとおりです。

順
位

地方名／地点名
（水系名河川名）

平成 17 年
BOD 年間

平均値
（mg/ ℓ）

平成 27 年
BOD 年間

平均値
（mg/ ℓ）

水質改善幅
（mg/ ℓ）

1 近畿／太子橋 （大和川水系大和川） 11.9 3.2 8.7 

2 近畿／御幸大橋 （大和川水系大和川） 7.8 2.7 5.1 

3 関東／亀の子橋 （鶴見川水系鶴見川） 8.2 3.2 5.0 

4 近畿／藤井 （大和川水系大和川） 7.3 2.5 4.8 

5 中国／川北 （芦田川水系高屋川） 6.8 2.6 4.2 

5 近畿／駄六川流末 （淀川水系駄六川） 5.4 1.2 4.2 

5 関東／運河（合流前） （利根川水系利根運河） 9.6 5.4 4.2 

BOD 平均値の改善幅による過去 10 年間の水質改善状況

科学的調査

コラム
に掲載
P18

地点
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　平成 27 年に、一級河川（湖沼及び海域を含む。）の直轄管理区間において、生活環境の保全に関する環境基準項目のうち、
BOD（生物化学的酸素要求量）または、COD（化学的酸素要求量）の環境基準を満足した地点の割合は 92％（899 地点 /980 地点）
で、依然として高い割合を維持しています。
　なお、平成 27 年に BOD（または COD）値が環境基準を満足した地点の割合について、地点の種類別に見ると、河川のみで
は 97％（857 地点 /879 地点）、湖沼等（海域含む）※ 3 では 42％（42 地点 /101 地点）でした。

環境基準（BOD等）の満足状況

92

BOD ※ 1（または COD ※ 2）値が環境基準を満足した地点の割合は 92％でした。

一級河川（湖沼及び海域を含む）において環境基準を満足した地点の割合

科学的調査

※ 1　BOD（生物化学的酸素要求量）：　河川の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の汚れ（有機物）が微生物により分解されるときに消費される酸素量のことで、BOD の値
が大きければ水が汚れていることを表す。

※ 2　COD（化学的酸素要求量）：　湖沼や海域の水質の汚濁状況を測る代表的な指標である。水中の有機物を酸化剤で酸化されるときに消費される酸化剤の量を酸素量に換算したもので、
COD の値が大きければ水が汚れていることを表す。

※ 3　湖沼等（海域含む）における環境基準を満足した地点の割合の内訳（河川・湖沼等別）は平成 8 年より公表

平成 27 年における、直轄管理区間の健康項目全体の環境基準満足率は 99％（前年 99％）となっており、ほとんどの地点で環
境基準を満足しました。

【生活環境の保全に関する環境基準】

【人の健康の保護に関する環境基準】
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平成 27 年における、ダイオキシン類が水質環境基準を満足した地点の割合は 98% でした。

【ダイオキシン類】

%
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感覚的な水質指標による
調査結果
国土交通省では、河川を BOD などの環境基準だけでなく多
様な視点で評価するための指標について検討し、「今後の河
川水質管理の指標について（案）」を平成 17 年 3 月にとり
まとめました 注 1) 。新しい水質指標は、「人と河川の豊かなふ
れあいの確保」「豊かな生態系の確保」などの視点からなり、
調査の一部は住民と河川管理者との協働により平成 17 年か
ら実施しています。注 2）

普段親しんでいる身近な川で、ゴミの量や水のにおいなどを
実際に体感することで評価しています。

注 1	 平成 21 年 3 月に一部改訂し、平成 21 年度の調査より適用しています。
注 2	 評価項目ごとに A ～ D ランクの 4 段階の評価ランクを決めた上で、まず調査回ごとに最も低い項目別評価ランクを、その地点のその調査時の総合評価ランクとし、1 年間の調査時の総合評価ランクのうち最頻出ランク

を、その地点における年間の総合評価ランクとします。最頻出ランクが 2 つ以上ある場合は、低い方のランクを年間の総合評価ランクとします。
注 3	 あくまで水質に関係する指標（ゴミの量、透視度、川底の感触、水のにおい、糞便性大腸菌群数）により評価した結果であり、流れの状態や、川岸・川底の形状などの安全性については考慮していません。また、水浴

場水質判定基準（環境省）における油膜の有無や COD 等の評価項目、その他の有害物質等による評価は行っていません。

ラ
ン
ク

説明 ランクのイメージ

評価項目と評価レベル
全国共通項目 地域特性項目

ゴミの量 透視度
（cm）

川 底 の
感触 水のにおい

糞便性大腸
菌群数（個
/100m ℓ）

当該河川 ･ 地点
の特性や地域住
民のニーズに応
じて独自に設定

A

顔を川の水につ
けやすい

（泳ぎたいと思う
きれいな川）注 3）

川の中や水際にゴ
ミ は 見 あ た ら な
い。または、ゴミ
はあるが全く気に
ならない

100
以上

快 適 で
ある

不快でない

100 以下

･ 住民と共に
独自に設定

･ 文献等から
設定

B 川の中に入っ
て遊びやすい

川の中や水際にゴ
ミは目につくが、
我慢できる

70
以上

不 快 感
がない 1000 以下

C

川の中には入
れないが、川
に近づくこと
ができる

川の中や水際にゴ
ミがあって不快で
ある

30
以上

不 快 で
ある

水に鼻を近づ
けると不快な
臭いを感じる

1000 を超える
もの

D
川の水に魅力
がなく、川に
近づきにくい

川の中や水際にゴ
ミがあってとても
不快である

30
未満

水に鼻を近づ
けるととても
不快な臭いを
感じる

住民との協働項目

感覚的調査
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湧別川 

後志利別川 

久慈川 

九頭竜川 
荒川 

常願寺川 

根尾川 

鈴鹿川 

重信川 

高津川

川辺川 

網走川 

国府川 

札内川 

那珂川 
石徹白川 

太田川 

沙流川 

高麗川 

小鴨川 

祝子川 油谷川 

魚野川 

太田切川 

揖斐川 虻川 多摩川
 

男鹿川 

前沢川 

芋川 

長良川 

宮川 

番匠川 

小瀬川 

江の川 

相野谷川 

四万十川 

土器川 

安楽川 

櫛田川 

藁科川 

鬼怒川 

松川 

横川川 

富士川

黒部川 
庄川 

木曽川 

千手川 

斐伊川 

小丸川 球磨川 

山国川 
跡田川 

筑後川 
緑川 

泳ぎたいと思うきれいな川

調査結果
　平成 27 年は、73 地点が「A ランク（泳ぎたいと思うきれいな川）」
と評価されました。

ランク
人と河川の豊かなふれあい
地点数 割合

A ランク 73 24%

B ランク 130 43%

C ランク 89 29%

D ランク 11 4%

計 303 100%

新しい水質指標（河川）による
年間の総合評価ランク別の地点数

※	 住民と河川管理者との協働による評価項目のうち１項目以上を測定した調査結果及び河川管理者が単独で「ゴ
ミの量」「川底の感触」又は「水のにおい」を含む１項目以上を測定した調査結果を、評価の対象としています。

※	 図中の緑の丸は、年間の総合評価ランクが A ランクの地点。
※	 あくまでも水質に関係する指標により評価した結果であり、流れの状態

や、川岸・川底の形状などの安全性については考慮していません。
※	 水浴場水質判定基準（環境省）における油膜の有無や COD 等の評価項目、

その他の有害物質等による評価は行っていません。

感覚的調査

地域が選ぶ

A ランク

73 地点
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感覚的な水質指標による
調査結果参加者数

　平成 27 年は、小中学生を中心として全国で 6,670 人が参加しました。

順位 都道府県 河川名（水系名）/ 調査地点 参加者数
1 大阪府 大和川（大和川水系）/ 浅香 295

2 三重県 雲出川（雲出川水系）/ 小戸木橋 231

3 愛媛県 重信川（重信川水系）/ 中川原橋 197

4 大分県 乙津川（大野川水系）/ 乙津川水辺の楽校 177

5 香川県 土器川（土器川水系）/ 高速道路橋 153

参加者数が特に多かった調査地点

平成 17 年～平成 27 年の参加者数の推移

※表中の参加者数は、年間通した延べ人数。年間に複数回の調査を実施した調査地点がある。 

参加した住民の声
・ライフジャケットをつけて、学校の近くにある川に初めて入った。川の中は思っ

たより冷たく、底がヌルヌルしていた。
・普段から見られない生き物などが見られた。
・親子だけではなかなか川遊びが出来ないのでこういう機会がとてもありがたい。
・水生昆虫や身近な川について多くの学習をすることができた。

感覚的調査

【人と河川との豊かなふれあいの確保】　
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「小戸木橋（雲出川水系雲出川）」における調査の様子
　三重河川国道事務所の雲出川出張所では、三重県立久居農林高等学校（土木・機
械コース）や近隣の小中学校と連携し、雲出川水系雲出川の小戸木橋で水生生物調
査を行いました。特に同農林高等学校では実習や調査を通じて、命の大切さや環境
についての知識や技術を学び、自分で考え活用
し、社会に貢献する能力を養っています。
　大きな網で雲出川の生物を調査するとヒラタ
カゲロウ等の水質階級Ⅰ（きれいな水）の生物
やコガタシマトビケラ類等の水質階級Ⅱ（やや
きれいな水）がたくさん取れ、身近な水環境の
現状を知ることができました。

「中川原橋（重信川水系重信川）」における調査の様子
　松山河川国道事務所では重信川の自然環境について、ＮＰＯ法人や住民、行政でつ
くる「重信川の自然をはぐくむ会」の協力を得て、地域住民と水生生物や水質調査等
を行っています。重信川の自然再生を考える「重信川フォーラム」では、中川原橋周
辺での調査結果をもとに「重信川の水質の移り変
わり」と題した発表を、流域内の松山市立椿中学
校の生徒が行いました。同フォーラムは、様々な
生物に配慮して環境を創出する事の重要性や、流
域住民の活動が生物に対して影響を与えているこ
とを再認識するなど、河川環境保全について考え
させられる機会となりました。

参加者数BEST3 地点の紹介
感覚的な水質指標による調査において、特に参加者数の多い地点感覚的調査

参加者数
NO

1
調査地点

「浅香」
大和川水系大和川

（大阪府）

調査地点

「中川原橋」
重信川水系重信川

（愛媛県）

参加者数
NO

3

参加者数
NO

2
調査地点

「小戸木橋」
雲出川水系雲出川

（三重県）

「浅香（大和川水系大和川）」における調査の様子
　大和川に棲む生物の観察を行うことで、大和川の水環境や水質改善の必要性につ
いて学ぶ「やまとがわ水生生物調査」。9 月 14 日の秋の過ごしやすい気候の中、堺
市立浅香山小学校の 4 年生と大和川河川事務所とで調査を実施しました。
　比較的流れが緩やかな場所にある小石や草むらなど、生物の棲みかである水際部
で行った調査では、子どもたちが声を掛け合いながら一生懸命ザル
を使って、15 種類の生物を採取しました。自分たちの捕まえた
生物に関して、専門家が雌雄の見分け方クイズを行うと、沢
山の驚きと関心が寄せられました。また、調査した川のにお
いや感触、ゴミの種類など、子どもたちが感じた川の様子や
ゴミを減らす方法などをアンケート形式で答えてもらいました。
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水質事故等の状況

　水質事故の発生件数は平成 18 年まで増加傾向にありましたが、その後はやや減少傾向にあります。平成 27 年
は平成 26 年と比べ 118 件減少しました。
　事故の内容を原因物質別にみると、下図に示すように油類の流出が全体の約８割を占めています。
　一級水系においては、水質事故発生時には、河川管理者、利水者、その他関係行政機関等により構成される「水
質汚濁防止連絡協議会」を通じて、速やかに情報の収集、通報・連絡を行うとともに、関係機関との連携のもと
にオイルフェンスの設置等により、被害の拡大防止に努めています。

平成 27 年の水質事故の発生件数は 1,120 件で、平成 19 年以降、やや減少傾向です。

水質事故発生件数と上水道の取水停止事故発生件数の推移

合計　1,120 件（自然現象 30 件を除く）
水質事故の内容（原因物質別） 不法投棄による油流出事故

写真：国土交通省関東地方整備局　江戸川河川事務所
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水質事故を防ぐために
　水質事故の多くは油類や化学物質によるものであり、工場や農家などで使用される機械の故障・操作ミスや、交通
事故、ごみの不法投棄などによって発生します。
　ひとたび油類や化学物質が河川へ流出してしまうと、魚などの水生生物に影響を与えるだけでなく、規模によって
は河川からの水道用水等の取水が制限されるなど、広範囲にわたって市民生活に重大な影響を及ぼすおそれがありま
す。
　そのため水質事故発生時には、「水質汚濁防止連絡協議会」を通じて速やかに通報・連絡・情報収集を行うとともに
被害の拡大を防止できるよう、日頃より関係機関と共同で訓練等を実施しています。

　北海道一級河川環境保全連絡協議会石狩川下流部会（国
土交通省（北海道開発局札幌開発建設部）、北海道、市町村
等で構成）の連絡体制により、速やかに関係機関へ情報連
絡するとともに、北海道や市町村などによる発生源対策（汚
濁土砂の撤去など）や河川管理者などによるオイルフェン
ス、オイル吸着マットの設置（油流下拡散防止、油除去など）
などの対策を実施しています。
　また、毎年、水質事故の中でも発生件数の多い油類の流
出事故発生を想定した「水質事故対策訓練」を行い、関係
機関との連携強化を図っています。そして、水質事故を未
然に防ぐため、発生原因となることの多い油類貯蔵タンク
の取扱や点検などについて注意喚起を行っています。

事例

北海道開発局での事例

　暖房用として灯油等を扱う機会が多くなる冬季では、油
流出に伴う水質事故が多く発生しています。そこで東北地
方整備局管内の「北上川水系水質汚濁対策連絡協議会」では、
本格的な冬を前に北上川（宮城県内）、鳴瀬川、江合川沿川
市町村等の担当職員が合同で、河川等への油等流出・拡散
防止方法を習得し、事故の円滑な対応を図るため、水質事
故対応講習会においてオイルフェンス設置や油吸着材組み
立て等の訓練を行っています。

東北地方整備局での事例

水質事故対策訓練（油類の採取）
（北海道一級河川環境保全連絡協議会石狩川下流部会滝川地方会）

オイルフェンス設置訓練　（北上川水系水質汚濁対策連絡協議会）

出典：東北地方整備局　北上川下流河川事務所

※	近年、一般家庭のホームタンクや事業場の貯蔵タンクから灯油等の燃料漏れが原因で河川等に流れ出す事故が多く見られます。その原因に

は、タンクの配管損傷（老朽化等）、タンクへの給油中の油漏れ、工場内のボイラー等の送油管損傷などが挙げられますが、その多くは点

検不備や操作ミスによるものです。 日頃から油の取り扱い注意・点検などを行っていれば、河川などへの油流出事故を防ぐことができます。
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堀川遊覧船の就航
- きれいな水が、街を元気に -

【斐伊川水系松江堀川（島根県松江市）】

堀川遊覧船の就航へ
　平成に入り「清流ルネッサンス 21 注 ) 」が策定され、行
政による河川事業や下水道事業、工場等の排水対策等の取
組みや、地域や学校等による環境学習、清掃活動、啓発活
動等の発生源対策の取組みなど、地域住民や団体、行政が
一体となった水質浄化の取組みが進められました。
　さらに平成８年には宍道湖からの浄化用水の全河川通年
導水が始まったことで松江堀川の水質が大幅に改善され、
翌年の平成９年には松江堀川を周遊する遊覧船「ぐるっと
松江堀川めぐり」が運航されるようになりました。
　遊覧船事業を進めるにあたって、水辺に親しむ遊歩道、
河川公園、松江城等の周辺も整備し、また遊覧コースにあ
る橋のいくつかは、江戸の時代の橋に復元を行ったり、橋
の模様替えや修理工事等を行うなど、松江堀川周辺の環境
が整えられました。また、遊覧船の就航開始以降も、遊覧
コース沿いに土砂の流失を防ぐために連杭を設置したり、
波による被害を防止するために石垣を設置するなど、積極
的な整備が行われてきました。

　宍道湖のほとりに広がるのは山陰を代表する城下町、島根県松
江市。平成 27 年 7 月に国宝に指定された松江城には川や水路が
張り巡らされており、それら10 の河川の総称が「松江堀川」です。
　この「水の都」松江で今、遊覧船が人気を集め、観光振興に
一役買っています。この遊覧船は地域が一体となって長年取り組ん
できた水質改善から生まれた成果なのです。

汚れていた松江堀川
　関ヶ原の戦いで功績を上げた大名堀尾吉晴が 1611 年に築
城した松江城。城の内堀・外堀として開削された人工水路で
ある「松江堀川」は、舟運が盛んな当時、城下町・松江の発
展に大きく寄与しました。
　ところが、明治になり鉄道が開通すると舟運が衰えるよう
になり、松江堀川は次第に道路用地として埋め立てられるよ
うになります。さらに、昭和になると松江堀川周辺の水田に
塩害が発生したため水門が設置され、ため池のような状態と
なります。高度成長期の頃より松江堀川に流れ込む家庭から
の排水が増えたことにでさらに水質が悪化していきました。
昭和 40 年代には、硫化水素・メタンガス等が発生して悪臭
がしたり、酸欠により魚が大量に浮くこともありました。
　このため、昭和 47 年頃には下水道整備事業と河川浄化対
策等が着手され、昭和 51 年からは宍道湖の水を浄化用水と
して部分的に導水するようになりました。

松江堀川（島根県）

【参考資料】　松江市観光白書（松江市）、堀川遊覧船資料（（公財）松江市観光振興公社）
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遊覧船就航
松江堀川
通年導水開始

【写真】昭和 50 年の松江堀川
昭和の松江堀川は水質汚濁が
進行。当時最も水質の悪いと
ころでは BOD 値が 60mg/ ℓ
にもなり、底泥からメタンガ
ス・硫化水素が発生。

【写真】平成 28 年の松江堀川
宍道湖の水の通年導水（平成
8 年以降）や下水道整備等の
事業などにより水質が改善。
平 成 26 年 に は BOD 値 が
1.6mg/ ℓとなっています。

特 集

森を駆け抜ける遊覧船
（写真提供：（公財）松江市観光振興公社）

 注 ) 清流ルネッサンス
きれいな川、生物が生息しやすい川などをめざし住民と行政が一体と
なって水質や水環境の改善を行う取組み。正式名称は「水環境改善緊
急行動計画」。1993 から 2000 年度まで実施された「清流ルネッサンス
21」と 2001 年度から開始された「清流ルネッサンスⅡ」がある。



15桜の遊覧船（写真提供：（公財）松江市観光振興公社）

「昭和の頃の松江堀川は、水鳥が緑色になるぐ
らい汚れていました。その頃はみんな川に背を向

けてましたね。でも行政や市民の力で松江堀川がキレ
イになったおかげで、みんなが川を見直すようになり
ました。
　そして遊覧船が就航したことで松江堀川が地域の観
光名所となり、毎年多くの観光客にお越しいただける
ようになりました。最近は海外からのお客さんが増え
ましたので、外国語も勉強しているんですよ。」

船頭　水師律子さん
遊覧船案内歴 14 年のキャ
リアを持つベテラン船頭。
松江の歴史やスポットな
どを名調子で案内してく
れます。

水辺空間を保つ地域の取組
　多数の観光客が訪れる松江堀川にとっ
て、水辺空間の保全や維持管理も重要で
す。市民が松江堀川沿いの空き缶、ペッ
トボトル、燃えるゴミ等の清掃活動や草
刈り、廃食油の回収協力等の活動を行い、
地域資源の魅力を高めようとしています。
　さらに地域の NPO 等の方々が松江堀川
への花壇づくりを行ったり、公民館の方々
が植栽によるフラワーロードの整備等を
行っています。遊覧船事業を行う（公財）
松江市観光振興公社でも、船頭さんが周
遊コースの護岸等にあじさいをはじめと
する様々な植物を植え、遊覧船から季節
の花が楽しめるよう、植栽の維持管理も
日々行っています。
　また、同公社では松江市と協働で、毎
日運航前に堀を一周し、水辺に浮かぶゴ
ミ等を取り除いています。夏になると大
量に発生する藻については、松江市内の
企業が開発した小型藻刈船により、効率

的に除去できるようになりました。
　同じく平成 27 年度には水環境の保全・
改善と松江堀川の魅力アップを図るため

「松江堀川水環境協議会」が設立され、子
どもたちの観察会や水質・外来種調査など
の官民協働の取組が始まりました。地元の
小学校児童の感想からは、川の水が透明
だった、外来種がたくさんいた、ゴミが浮
いていたので捨てないように気を付けたい
等の意識の高まりが見受けられ、松江堀川
の今を子どもたちに伝え、地域の水辺環境
を考える場となっています。
　平成 27 年に国宝に指定された松江城
や武家屋敷といった水都松江の風情を楽
しむことができ、県内外はもとより海外
からも多くの観光客が訪れる観光資源と
なった「松江堀川」は、こうした地元の
行政・市民が一体となった水質改善や景
観も含めた維持・管理の取組によって支

えられているのです。

松江堀川沿いに植栽されたあじさい
（写真提供：（公財）松江市観光振興公社）

平成 27 年 7 月に国宝に指定された松江城

堀川遊覧船の就航　- きれいな水が、街を元気に -

特 集

昭和 45 年の松江堀川。川沿い
を駐車スペースとして利用し
ている様子（写真提供：島根県）

周辺商店街と一体となった親
水テラス、イベント広場整備

（写真提供：出雲河川事務所）

城下町の風情にあわせた護岸整備
（写真提供：出雲河川事務所）

子どもたちによる水質・
外来種調査

（写真提供：島根県）
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スデイ」や河川清掃活動など、地域住民が主体となり行政
や関係期間が一体となった活動が行われています。そうし
た地域の宝である五ヶ瀬川を保全していこうとする機運が
更に高まっていき、五ヶ瀬川を軸とした地域の活性化や地
域交流の促進をはかるためのアクションが生まれました。
その代表的な取組みが「五ヶ瀬川かわまちづくり」です。
　平成 26 年度には天下一五ヶ瀬川かわまちアクションプラ
ンが策定され、「鮎やな」を中心とした観光振興や、親子で
五ヶ瀬川の魅力や楽しさを体全体で感じるイベント「お父
さん、お母さんのための川遊び村」の実施、日本一の清流
での川下りイベント「まちなかカヌーツーリング」など、五ヶ
瀬川の地域資源を活用した地域活性化の取組や水質日本一
を継続する啓発活動が進められています。こうした取組を
通じ、地域住民や関係機関とが連携しながら地域の宝であ
る五ヶ瀬川の魅力を更に高めようと努力しているのです。

日本有数の清らかな川である五ヶ瀬川
　五ヶ瀬川は、国の名勝・天然記念物として名高い高千穂
峡を流下し、日向灘に注ぐ、宮崎県、大分県及び熊本県の
３県にまたがる一級河川です。平成 25 年から 27 年まで 3
年連続で「水質が最も良好な河川」となっており、九州はも

とより、日本を代表する清らかな川です。
　その五ヶ瀬川では河川とともに生きてきた長い歴史があ
ります。300 年以上も脈々と受け継がれてきた伝統漁法であ
る「鮎やな」は五ヶ瀬川の河口部に川を横断して架設され、
その長さは日本一を誇ります。やな場で鮎を焼くかおりは、
地域では秋の風物詩として親しまれ、環境省の「日本かお
り風景百選」にも選ばれています。また、地域住民の散策
の場、川に親しんでふるさとの川を再発見するイベント「リ
バーフェスタのべおか」や五ヶ瀬川イカダ下り、花火大会
等が開催され、地域にとって五ヶ瀬川はなくてはならない
存在です。

地域住民や関係機関との
連携によるアクション
　河川利用と合わせて、
地域住民による草刈り・
清掃などの維持管理活動も
盛んで、植樹や不法投棄物
の撤去等を行う「延岡アー

「日
本の清流」

[ 九州地方 ]

五ヶ瀬川

地域の宝
「清流」五ヶ瀬川とかわづくり

五ヶ瀬川の名勝　高千穂峡

「五ヶ瀬川の鮎焼き」は環境省の「日本
かおり風景百選」に選ばれている

水質浄化作用のあるカキ殻や竹炭を設置する行政・市民等の活動
（写真提供：九州地方整備局　延岡河川国道事務所）

水質改善に取り組む地域連携

の強さも五ヶ瀬川の魅力です。

コラム➊
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M
ade  i n  "C l ea r  Wa te r "

「清流」から生まれた
名産品

[ 四国地方 ]

仁淀川

仁淀川が生んだ名産品
　「清流」仁淀川の清らかな水と紙の原料
が育つ環境が生んだのは、高知の名産品
「土佐和紙」です。そして、土佐和紙発祥
の地高知県いの町の風物詩である「仁淀
川紙のこいのぼり」では、水の透明さと
色彩豊かな紙こいのぼりとのコントラス
トを見ようと、県内外から多くの観光客
が訪れます。流域の市町村では仁淀川を
核として、流域内の自然や伝統、産業等
の魅力を発信して、地域のブランド化を
進めています。さらに、高知県では 10 月
24 日を「仁淀川・環境の日」とし、清流
仁淀川を守っていくために流域住民が一
斉清掃を行うなど、行政・市民が一体と
なってその清らかな水質の保全に努めて
います。
　また、仁淀川の源流部の自然環境とそ
の透明度を表現した「仁淀ブルー」が、
日本酒や洋菓子等の商品名にも使われる
など、水質が良好であることが観光振興
や地域産業の推進に一役買っています。

清流を PR した日本酒

「奇跡の清流」仁淀川
　愛媛県から高知県を流れる四国三大河川
の一つである仁淀川は、平成 18 年から27
年までの間に5回「水質が最も良好な河川」
となっており、非常に清らかな流れを保って
います。流域には様々な渓谷や文化財が点
在し、豊かな自然環境・景観に恵まれてい
ます。
　メディアによって仁淀川の自然環境が全国
的に紹介されたことから、多くの写真愛好家
や観光客の間にその魅力が知れ渡ることとな
りました。現在、流域内は約 10 万もの人々
が住み、河川の利用が盛んでありながらも、
上流から下流までその良好な水質が保たれ
ていることから「奇跡の清流」とも呼ばれて
いる仁淀川。その全国トップクラスの透明度
を誇る仁淀川の水質は様々な名産品を生ん
でいます。

仁淀川の清らかな水が、
様々な名産品を生んでいます

住民による仁淀川一斉清掃
（写真提供：いの町）

風物詩「仁淀川紙のこいのぼり」（写真提供：いの町）

仁淀川流域で生まれた「土佐和紙」
（写真提供：いの町）

コラム➋
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[ 関東地方 ]

鶴見川
水質だより

川に親しむ地域の取組
　地域では、川に親しむ活動が行われています。流域
の小中学校の子どもたちが川を使った環境学習を行い、
ホームページ上で発表会を行っています。また、毎月
第 4 土曜日には市民団体が鶴見川の自然観察会と清掃
活動等を実施するなど、鶴見川流域では、源流から河
口に到るまで、市民・企業・行政等がそれぞれの地域
の特性や対処すべき課題などに応じて、様々な取組を
行なっています。
　こうして、市民や行政等が連携し、鶴見川の水質改
善や流域における汚濁発生源対策等の取組みを総合的
に行うことで、過去 10 年間の BOD 値でみた水質の改
善状況は「鶴見川（亀の子橋）」

が平成 24 年に全国で第 1 位
と な り、27 年 も 第 3 位

となっています。

水循環系の健全化
　様々な水質改善の取り組みや下水道の普及が行われる
一方、流域の市民と関係行政との間で様々な取り組みが行
われてきました。その取組みの代表ともいえる「鶴見川流
域水マスタープラン」では、流域という視点で都市を見
つめ、「水循環系の健全化」というキーワードのもとに治水、
水質の改善と水量の回復、自然環境の保全、震災への対応、
流域意識の啓発をめざし、流域環境や水循環系に負荷を
かけない生活の普及啓発等を推進しています。

鶴見川は、流域市街地率約 85％の典型的な都
市河川です。流域に多くの人口を抱えている
長年「水質の良くない川」とされていた鶴見
川の近年の水質は様々な自治体等の努力によ
り、大幅に改善されました。

流
域
住
民
で
守
る

地
域
の
川

鶴見川での生きもの調査

市民に親しまれる鶴見川（鶴見川新春ウォーク） 鶴見川のいきもの発見
（写真提供：「鶴見川　下流ネット・鶴見」）

鶴見川（亀の子橋）における 10 年間の水質改善状況
数値は BOD 年間平均値（mg/ℓ）
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ライジャケ・
オン・スタイル

水難事故防止

川は楽しい場所ですがリスクもあります。川に入らなく
ても川岸で足を滑らせて転落することもあります。川で
の水難事故のほとんどはライフジャケットさえ着ていれ
ば防げた可能性があります。

川で子どもを事故に遭わせないために、そして自分も事
故に遭わないように、子どもも大人もライフジャケット
を着用することが必要です。

だるまキャラの「山田るま」ちゃんが、
ライフジャケットを着て「川田るま」に変身！
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